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第６２３話 

 現在、午前８時３０分。まさに快晴！ 

学習発表会前日。午後からは、準備に入ります。 

 ４月から培ってきた道徳性を肌で感じていただき、展示やステージをはじめとした、 

井波中生と校風を楽しんでいただければ有り難いです。 

  

さて、人格向上編の第８回です。 

 

  「 たとえ失意の中にあっても、自分を取り囲む人を大切にし、一緒に手を携え 

   て生きていこうと思える人こそ、本物の品格を備えた人なのだ。 」 

 

  「 品位とは『丁寧な暮らし』から生まれるものではないか。 

    常に物を丁寧に扱う人や、同じ物をきれいに長く使っている人を見て、あな 

   たはどう感じますか？ 人間としての繊細さや、それこそ品のよさを感じませ 

   んか？ 」 

 

  「 一期一会。茶道の心得からきた言葉。生きていれば、どんな出会いがあるか 

   わからない。その出会いの中には一生を左右する出会いがある。だからこそ人 

   との出会いは生涯に１回しかないと考えて、いつも大切にしなさいということ 

です。 」 

 

  「 出会いのチャンスは誰にでもおなじようにあると思います。ただ、その出会 

   いを大切にして、今後につないでいけるかは、自分の振る舞い次第だと思いま 

   す。 」 

 

  「 顔つきや話し方、あるいは態度に『トゲトゲしさ＝険』を含む人は、どこと 

なく下品に思えてしまうものです。 」 

 

 

 明日の学習発表会、一期一会の時間を、素敵な味わい深い場としたいです。 


